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TYPE D   No.15034

■個人で取り付けを行った場合、保証の対象外になります。

■設定等の操作は車両を安全な場所に停止させてから行ってください。

■本製品をこの説明書に記載されていない加工、分解、改造を しないでください。事故や製品破損の原因となります。また保証の対象外になります。

■本製品の異常（潰れてしまった/異臭がする/煙が出た/エンジンチェ ックラ ンプが点灯した）が確認されましたら、すぐ に使用を 止め販売店、取り付け店にご連絡ください。

　　そのまま使用されますと事故や火災、車両破損に繋がる恐れがあります。

■本製品を取り付けたことによる車両の事故、本製品以外の部品の故障（エンジン/ミッショ ン/駆動系等）、及び破損は保証の対象外になります。

■本製品を取り付けたことによりディーラ ー等の保証解除、入庫拒否等に対しては保証の対象外となります。



 
① エンジンを停止させてキーを抜いて（キーレスプッシュボタンス

タート車両の場合は、キーを車内から出し、車両から離れたとこ

ろで保管して）から 20 分以上経過しエンジンが冷え切ったのを

確認してから、バッテリーを外さずに作業を行ってください。エ

ンジンを切ってからすぐに作業を行うと、火傷や、CHECK ランプ

点灯などの故障や大きな怪我の原因になる可能性があります。 

※バッテリーを外した場合、i-stop システムやパワーウィンドーシス

テム、TMPS（タイヤ空気圧警報システム）等がリセットされ復帰作業が

必要になる場合があるので、必ずバッテリーは外さずに作業を行って

ください。 

 

② エンジンカバーを外します。その際、エンジンカバーには 4 箇所

のツメがあるので、下図にそのおおよその位置を示します。 

 

 

③ 圧力センサーのカプラーを外します。エンジンオイルゲージ（黄

色の取っ手）のすぐ下にあるカプラーが圧力センサーのカプラー

です。下図に圧力センサーの位置を示します。 

 

 

 

 

 

④ 下図を参照しメインハーネスを接続します。エンジンカバーを取

り付けた際に干渉せず、電動ファン等の可動部に絡まないように

ハーネスを付属のタイラップ等で固定してください。 

 

 

⑤ CPU ユニットを付属の両面テープで水のかかりにくく、バッテリ

ーケースなどの表面が平らな部分に貼り付けます。 

※CPU ユニットは防水ではありません。 

 

⑥ 切り替えスイッチを取り付けします。 

室内まで引くことも可能なように長くなっています。 

お好みでエンジンルーム内、車内へ配線してください。 

その際、配線を熱にさらされない部分を通し、可動部に絡まない

ようにタイラップ等で固定してください。 

※切り替えスイッチは防水ではありません。 

※車内へ配線する場合、エンジンルームの助手席側にサービスホール

がありそこから、車内助手席の足元まで配線を通すことができますが、

その際は、ワイパーユニット、カウルトップカバーとその下にあるフ

レーム等を外す必要があります。下図は、これらすべてを外し、サービ

スホールのカバーを外した状態の図です。 

 

 

※この説明書に使用している写真の車両はすべて CX-5 です。 

 



⑦ 接続完了後、付け忘れ、固定不良箇所がないか最終確認し、問題

がなければエンジンを始動してください。CPU ユニットの青 LED

が点灯し、エンジンチェックランプ等が点灯しないのを確認して

数回レーシングしてください。吹け上がりに問題がなければ動作

確認・取り付け終了です。 

※LED はエンジンが始動している間は常時点灯し、エンジン停止後に

消灯します。 

※エンジン停止後すぐに LED が消えない場合があります。 

 
 

 
 

 

 

※ブースト圧はノーマルからLoモードで0.1kPa、Hiモードで0.2kPa前後上昇します。


